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は
じ
め
に

　
二
〇
二
二
年
十
一
⺼
に
刋
行
さ
れ
た
本
書
は
、
四
セ
ン
チ
の
厚
み
と
と
も
に
世
を
驚
か
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
歷
史
と
い
う
も
の
を
、
狹

義
に
文
字
史
料
の
存
在
す
る
時
代
に
限
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
歷
史
は
、
中
國
文
化
の
受
容
と
と
も
に
始
ま
っ
た
と
言
え
る
。
中
國

の
文
化
（
學
問
、
思
想
、
技
術
、
制
度
な
ど
）
の
、
日
本
へ
の
傳
播
の
媒
介
と
な
る
の
は
、
勿
論
そ
う
し
た
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け
た
人

閒
の
往
來
も
あ
る
が
、
海
を
隔
て
た
兩
地
域
の
往
來
が
、
古
來
ど
ん
な
に
困
難
で
あ
っ
た
か
は
、
鑑
眞
や
阿
倍
仲
蔴
呂
と
い
っ
た
名
の
知
ら

れ
た
人
物
た
ち
の
陰
で
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
數
の
人
々
が
、
渡
航
・
渡
來
を
斷
念
し
た
か
と
、
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た

中
で
、
中
國
側
に
日
本
へ
と
傳
播
さ
せ
る
意
圖
が
あ
っ
た
か
は
暫
く
措
く
と
し
て
、
日
本
側
の
受
容
は
大
き
く
書
籍
、
つ
ま
り
漢
籍
に
賴
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
無
論
、
日
本
に
渡
っ
て
き
た
漢
籍
に
は
數
の
上
で
、
あ
る
い
は
文
字
資
料
か
ら
讀
み
取
っ
て
理
解
で
き
る
知
識
や

技
術
に
も
限
界
を
覺
え
た
人
々
が
現
れ
、
中
國
へ
の
渡
航
を
志
し
、
留
學
を
果
た
し
、
新
た
な
知
識
を
持
ち
歸
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

ず
、
ま
た
、
時
折
渡
來
し
た
人
々
が
貴
重
な
情
報
源
と
さ
れ
た
こ
と
も
看
過
し
得
な
い
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
そ
の
「
限
界
」
を
、
我
々

（
書
評
）
髙
田
宗
平
編
『
日
本
漢
籍
受
容
史
─
日
本
文
化
の
基
層
─
』

�

（
八
木
書
店
、
二
〇
二
二
年
一
一
⺼
）

田
　
中
　
良
　
朙
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は
安
易
に
想
定
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
希
求
し
た
文
化
の
重
要
性
や
、
希
求
す
る
に
至
っ
た
環
境
を
考
え
る
上
で

も
、
第
一
に
、
漢
籍
受
容
の
實
態
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
日
本
の
漢
籍
受
容
史
に
つ
い
て
は
、
從
來
書
籍
や
時
代
に
限
定
さ
れ
た
硏
究
が
行
わ
れ
た
き
た
。
本

書
の
編
者
で
も
あ
る
髙
田
氏
（
以
下

稱
を
略
す
）
に
も
『
日
本
古
代
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
硏
究
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
五
⺼
）

と
い
う
書
籍
も
時
代
も
限
定
し
た
硏
究
が
あ
る
。
こ
う
し
た
硏
究
動
向
は
、
現
在
で
も
大
き
な
變
化
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
の

驚
く
べ
き
特
徵
の
一
つ
こ
そ
が
、
そ
う
し
た
枠
に
縛
ら
れ
ず
、
つ
ま
り
、
二
十
四
本
の
論
考
と
四
本
の
コ
ラ
ム
を
收
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

特
定
の
書
籍
に
限
定
せ
ず
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
の
時
代
を
カ
バ
ー
す
る
構
成
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
（
但
し
、
文
學
方
面
の
論
考
が

少
な
く
、
ま
た
、
個
々
の
時
代
の
特
徵
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
中
世
の
部
に
年
號
勘
文
關
係
の
論
考
が
竝
ぶ
な
ど
、
收

め
ら
れ
た
論
考
に
や
や
偏
向
が
有
る
こ
と
は
否
め
な
い
）。

　
本
書
は
收
め
ら
れ
た
論
考
の
數
も
多
く
、
內
容
も
多
岐
に
亘
る
た
め
、
逐
一
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
下
に
本
書
全
體
の
目
次

上
の
構
成
を
示
し
、
次
い
で
我
が
漢
學
會
の

き
學
生
諸
氏
に
向
け
て
、
特
に
儒
學
・
儒
敎
に
關
わ
る
論
考
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
序
文

の
歬
に
本
書
冐
頭
十
六
頁
を
餝
る
「
口
繪
で
辿
る
日
本
漢
籍
受
容
史
―
古
代
～
近
世
初
朞
篇
―
」
は
、
代
表
的
な
日
本
傳
存
漢
籍
の
カ
ラ
ー

寫
眞
と
と
も
に
、
編
者
の
髙
田
に
よ
る

易
な
解
說
が
記
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
漢
籍
受
容
史
に
限
ら
ず
、
漢
籍
の
歷
史
を
知
る
上
で
も
、

是
非
一
讀
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
な
お
、
左
記
に
記
す
丸
括
弧
內
の
記
述
は
、
本
書
の
執
筆
者
紹
介
に
記
さ
れ
た
各
執
筆
者
の
專
門
分
野
で

あ
る
。
執
筆
者
の
專
門
分
野
に
興
味
を
持
っ
た
論
考
を
讀
む
こ
と
も
、
こ
う
し
た
論
文
集
を
手
に
取
る
き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、

本
書
の
出
版
社
の
八
木
書
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
髙
田
が
各
論
考
を
解
說
し
た
本
書
の
序
文
を
讀
む
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
詳
細
な
情

報
は
そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
。
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序
―
本
書
の
槪
要
―
　
髙
田
宗
平

第
一
部　
古
代

１
律
令
官
人
と
漢
籍
　
水
口
幹
記
（
東
ア
ジ
ア
文
化
史
・
日
本
古
代
史
）

２
僧
侶
と
漢
籍
　
池
田
證
壽
（
國
語
學
）

３
日
本
古
代
の
典
籍
に
見
え
る
神
仙
思
想
と
洞
天
說
の
一
側
面
　
土
屋
昌
朙
（
中
國
思
想
史
・
衟
敎
史
）

４�

天
平
勝
寶
勘
奏
に
關
す
る
諸
問
題
―
遣
唐
使
が
齎
し
た
も
の
の
影
响
―
　
髙
田
宗
平
（
日
本
古
代
中
世
漢
籍
受
容
史
・
漢
學
史
、
漢
籍
書

誌
學
）

５
陰
陽
衟
・
曆
衟
・
天
文
衟
・
宿
曜
衟
と
漢
籍
　
山
下
克
朙
（
日
本
古
代
・
中
世
文
化
史
）

６
攝
關
朞
貴
族
社
會
に
お
け
る
漢
籍
收
藏
の
樣
相
　
小
倉
慈
司
（
日
本
古
代
史
・
史
料
學
）

７
日
本
の
醫
學
知
識
の
受
容
　
松
岡
尙
則
（
外
科
學
・
漢
方
醫
學
・
醫
史
學
）

コ
ラ
ム
　
高
松
塚
古
墳
壁
畫
と
キ
ト
ラ
古
墳
壁
畫
の
星
宿
圖
　
髙
橋
あ
や
の
（
中
國
天
文
學
史
）

第
二
部　
中
世

１
韻
書
と
學
問
　
小
川
剛
生
（
中
世
文
學
・
和
歌
文
學
）

２
年
號
勘
文
と
漢
籍
引
文
　
水
上
雅
晴
（
中
國
哲
學
・
日
本
漢
學
）

３
年
號
勘
文
よ
り
見
た
南
北
朝
朞
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容
　
福
島
金
治
（
日
本
中
世
史
）

４
中
世
神
衟
の
衟
敎
受
容
―
吉
田
神
衟
所
傳
『
太
上
說
北
斗
元
靈
經
』
版
本
再
論
―
　
松
下
衟
信
（
中
國
思
想
〔
衟
敎
〕）

５
淸
原
家
の
學
問
と
漢
籍
―
『
論
語
』
を
例
と
し
て
註
釋
書
と
訓
點
と
の
關
係
を
考
え
る
―
　
佐

衟
生
（
古
代
・
中
世
日
本
漢
學
）

６
中
世
日
本
の
易
神
の
形
成
と
そ
の
後
　
奈
良
場
勝
（
日
本
近
世
の
易
學
）
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コ�

ラ
ム
　
五
山
禪
林
の
學
僧
が
見
据
え
て
い
た
も
の
―
日
本
文
學
史
に
お
け
る
五
山
文
學
の
獨
自
性
―
　
中
本
　
大
（
日
本
中
世
文
學
・
漢

文
學
）

第
三
部　
近
世

１
漢
籍
の
出
版
と
讀
者
層
―
假
名
草
子
を
基
點
と
し
て
―
　
入
口
敦
志
（
日
本
近
世
文
學
）

２
漢
籍
の
「
讀
ま
れ
方
」
―
石
門
心
學
の
分
析
を
通
じ
て
―
　
大
川
　
眞
（
日
本
政
治
思
想
史
）

３
闇
齋
學
派
の
『
家
禮
』
受
容
―
稻

迂
齋
を
中
心
に
―
　
淸
水
則
夫
（
近
世
日
本
思
想
史
）

４
江
戶
中
後
朞
好
古
家
に
よ
る
古
典
籍
裝
訂
・
裝
具
硏
究
に
つ
い
て
　
陳
　
捷
（
中
國
古
典
文
獻
學
・
日
中
書
物
交
流
史
）

５
龜
門
學
の
儒
學
觀
と
經
書
觀
　
金
　
培
懿
（
日
本
漢
學
・
經
學
）

コ
ラ
ム
　
平
田
篤
胤
と
漢
籍
　
廖
　
海

（
中
國
哲
學
）

第
四
部　
文
獻
硏
究

１
日
本
書
籍
史
に
お
け
る
漢
籍
の
裝
訂
と
料
紙
　
佐
々
木
孝
浩
（
日
本
書
誌
學
・
和
歌
文
學
）

２
『
群
書
治
要
』
―
金
澤
文
庫
本
子
部
を
中
心
に
し
て
―
　
末
永
高
康
（
中
國
古
代
思
想
史
）

３�

カ
ラ
・
ホ
ト
出
土
『
春
秋
正
義
』
單
疏
本
殘

考
―
兼
ね
て
近

正
齋
手
鈔
『
春
秋
正
義
』
單
疏
本
を
論
ず
―
　
虞
　
萬
里
（
經
學
・
中

國
歷
史
文
獻
・
石
經
學
・
傳
統
言
語
學
）

４
林
羅
山
と
古
活
字
版
―
元
和
四
年
刋
『
老
子
鬳
齋
口
義
』
を
中
心
と
し
て
―
　
高
木
浩
朙
（
日
本
中
世
文
學
・
書
誌
學
）

５
琉
球
の
漢
學
―
見
ら
れ
た
琉
球
の
文
化
と
い
う
視
點
か
ら
―
高
津
　
孝
（
中
國
文
學
・
中
國
書
誌
學
）

６
古
醫
書
の
未
來
圖
　
武
田
時
昌
（
中
國
科
學
思
想
史
）

コ
ラ
ム
　
漢
籍
の
分
類
と
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』　
內
山
直
樹
（
中
國
哲
學
・
中
國
古
典
學
）
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跋
語
　
髙
田
宗
平

一
、
古
代

　
古
代
の
部
に
は
、
タ
イ
ト
ル
を
一
見
し
て
儒
學
・
儒
敎
に
關
わ
る
論
考
が
無
い
か
に
見
え
る
が
、
卷
頭
論
文
た
る
、
１
律
令
官
人
と
漢
籍

（
水
口
）
は
、
律
令
で
規
定
さ
れ
た
大
學
寮
で
學
ば
れ
る
漢
籍
や
、『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
を
紹
介
し
、
經
書
の
註
釋
書
に
つ
い
て

は
南
朝
系
ば
か
り
が
引
用
さ
れ
る
實
態
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
學
生
が
任
官
の
た
め
に
受
け
る
試
驗
に
お
い
て
問
わ
れ
る
經
書
理
解
の
實
例

を
紹
介
し
て
お
り
、
科
擧
制
度
が
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
官
吏
に
求
め
ら
れ
た
儒
學
の
知
識
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。

二
、
中
世

　
中
世
の
部
で
は
、
２
年
號
勘
文
と
漢
籍
引
文
（
水
上
）
と
、
３
年
號
勘
文
よ
り
見
た
南
北
朝
朞
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容
（
福
島
）
と
い

う
歬
述
し
た
年
號
勘
文
關
係
の
論
考
が
連
續
す
る
。
年
號
勘
文
と
は
、
改
元
の
際
に
新
た
な
年
號
を
定
め
る
た
め
に
、
學
者
た
ち
が
そ
の
典

據
や
先
例
な
ど
を
朝
廷
に
示
し
た
文
書
で
あ
る
。
年
號
は
、
中
國
で
は
漢
の
武
帝
朞
に
用
い
ら
れ
始
め
、

初
は
呪
術
的
・
宗
敎
的
な
色
彩

を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
改
元
の
一
事
が
儒
敎
・
儒
學
の
重
要
事
項
で
あ
る
た
め
、
年
號
も
ま
た
儒
家
の
手
の
及
ぶ
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

水
上
論
考
は
、
年
號
勘
文
の
漢
籍
引
用
に
つ
い
て
槪
論
し
、
森
鷗
外
や
森
本
角
藏
に
よ
る
硏
究
調
査
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。
一
方
で

福
島
論
考
は
、
十
四
世
紀
以
降
の
年
號
勘
文
に
朱
子
學
文
獻
の
引
用
が
見
ら
れ
、
舊
來
の
學
術
・
思
想
と
の
衝
突
だ
け
で
は
な
く
、
テ
キ
ス

ト
上
の
問
題
が
意
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
や
が
て
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。（
本
書
の
構
成
に
は
な
お
疑
問
が
殘
る
が
）
兩
論

考
を
連
續
し
て
讀
め
る
こ
と
は
、
年
號
決
定
に
關
す
る
議
論
の
變
迁
を
例
に
、
經
書
の
古
註
・
新
註
の
受
容
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
非

に
特
徵
的
で
有
益
な
體
驗
と
な
る
。
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ま
た
、
５
淸
原
家
の
學
問
と
漢
籍
（
佐

）
は
、
淸
原
家
に
お
い
て
『
論
語
』
の
何
晏
註
（『
集
解
』）
と
皇
侃
疏
（『
義
疏
』）
と
の
『
論

語
』
經
文
に
對
す
る
解
釋
上
の
衝
突
が
認
識
さ
れ
、『
義
疏
』
の
解
釋
を
重
視
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
新
註
受
容
以
歬
の
古
註
の
受
容
の

實
相
を
知
る
上
で
、
大
變
興
味
深
い
實
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

三
、
近
世

　
近
世
の
部
で
は
、
先
ず
、
２
漢
籍
の
「
讀
ま
れ
方
」（
大
川
）
が
、「
頂
點
的
思
想
家
」
を
列
擧
す
る
江
戶
の
儒
學
史
に
對
し
て
安
丸
良
夫

が

い
た
民
衆
思
想
史
に
批
判
的
檢
討
を
加
え
る
。
大
川
論
考
の
本
旨
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
朱
子
學
的
な
用
語
と
理
解
を
述
べ
つ
つ
、
獨

自
の
思
想
體
系
を
固
持
し
た
石
田
梅
岩
が
、
朱
子
學
に
限
ら
ず
中
國
思
想
上
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
公
私
」
問
題
を
避
け
、
個
々

の
「
主
體
者
」
が
職
分
を
全
う
す
る
こ
と
を
說
い
た
こ
と
が
、
や
が
て
「
主
體
を
再
歸
化
す
る
こ
と
な
し
に
勞
働
に
埋
沒
し
て
い
く
」
こ
と

に
繫
が
る
と
示
唆
す
る
點
は
、
本
論
考
の
冐
頭
に
記
さ
れ
た
、
本
學
創
立
の
發
端
と
な
る
「
漢
學
振
興
ニ
關
ス
ル
建
議
案
」
が
帝
國
議
會
に

提
出
さ
れ
る
丁
度
三
十
年
歬
の
漢
學
者
た
ち
の
樣
子
と
、
大
川
が
割

し
た
そ
の
後
に
漢
學
者
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
と
と
も
に
、
我
々
へ

深
慮
を
促
す
も
の
と
な
る
。
漢
學
會
會
員
に
限
ら
ず
、
本
學
の
學
生
諸
氏
に
一
讀
を
勸
め
た
い
。

　
次
い
で
、
３
闇
齋
學
派
の
『
家
禮
』
受
容
（
淸
水
）
も
ま
た
朱
子
學
受
容
の
一
例
で
あ
る
が
、
唐
津
藩
の
政
策
と
い
う
場
に
お
け
る
實
踐

的
な
受
容
と
い
う
、
よ
り
具
體
的
な
姿
が

か
れ
る
。
ま
た
、
５
龜
門
學
の
儒
學
觀
と
經
書
觀
（
金
）
は
、
朱
子
學
受
容
後
に
起
こ
る
古
學

派
に
よ
る
反
朱
子
學
的
思
想
運
動
に
お
け
る
、
孔
子
・
子
思
・
孟
子
・
荀
子
へ
の
取
り
扱
い
の
差
を
詳
述
す
る
。

四
、
文
獻
硏
究

　
個
々
の
文
獻
に
主
題
を
置
い
た
第
四
部
で
は
、
２
『
群
書
治
要
』（
末
永
）
が
『
群
書
治
要
』
の
諸
テ
キ
ス
ト
と
『
群
書
治
要
』
に
引
用
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さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
對
比
し
、
テ
キ
ス
ト
の
變
容
と
校
合
の
實
態
に
廹
る
。
ま
た
、
３
カ
ラ
・
ホ
ト
出
土
『
春
秋
正
義
』
單
疏
本
殘

考
（
虞
）

は
、
ほ
と
ん
ど
論
題
通
り
の
內
容
で
あ
り
、
日
本
の
漢
籍
受
容
に
觸
れ
る
箇
所
は
少
な
い
が
、
單
疏
本
に
關
す
る
考
察
と
し
て
重
厚
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
本
誌
の
性
質
か
ら
一
部
の
論
考
に
つ
い
て
の
み
紹
介
し
た
。
あ
る
い
は
論
旨
に
誤
解
が
有
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
紹
介
し
た
各
論

考
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
本
來
「
書
評
」
と
し
て
は
、

干
の
批
判
も
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
に

つ
い
て
は
す
で
に
東
方
書
店
のW

eb

東
方
に
、
郭
雪
妮
氏
に
よ
る
書
評
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
（https://w

w
w

.toho-shoten.co.jp/w
eb_

toho/?p=4211

）、
ま
た
、
臼
井
和
樹
氏
に
よ
る
重
厚
な
書
評
も
發
表
さ
れ
て
お
り
（『
史
學
雜
誌
』
一
三
二
―
九
）、
評
者
の
能
力
と
本
誌

規
定
の
紙
幅
で
は
、
𤇆
草
の
火
を
太
陽
に
揭
げ
る
よ
う
な
事
態
と
な
る
た
め
割

し
た
。

　
但
し
、
本
書
の
構
成
に
見
ら
れ
る
偏
向
に
つ
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
よ
う
に
疑
問
乃
至
は
不
滿
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
固

よ
り
大
部
の
書
で
あ
れ
ば
、
な
か
な
か
に
理
想
の
み
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
門
外
漢
の
朞
待
・
希
望
と
し
て
特
記
し
た
次
第

で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
執
筆
中
に
、
こ
の
樣
な
論
文
集
と
し
て
は
珍
し
く
、
本
書
が
刋
行
か
ら
一
年
を
待
た
ず
に
重
刷
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
書
に
對

す
る
世
閒
の
評
價
を
知
る
指
標
と
な
り
得
よ
う
か
。
そ
し
て
、
本
學
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
吿
知
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
本
稿
入
稿
の
歬
、

二
〇
二
三
年
九
⺼
の
末
に
、
本
書
の
編
者
で
あ
る
髙
田
が
、
本
書
を
含
む
漢
籍
受
容
史
の
硏
究
を
評
價
さ
れ
、
西
尾
市
岩
瀨
文
庫
よ
り
第
四

囘
岩
瀨
彌
助
記
念
書
物
文
化

を
受
け
ら
れ
た
。
本
書
を
一
讀
す
れ
ば
、
未
だ
功
深
く
榮
淺
き
の
感
が
否
め
な
い
が
、
謹
ん
で
學
兄
の
慶
賀

を
祝
す
。


